
札幌市の感染状況について

札幌市保健所
令和３年6月25日

新型コロナウイルス
感染症対策本部会議
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札幌市民の感染者数・入院患者数・重症患者数の推移
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市内年齢別感染者数の割合
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市内新規感染者（リンクあり）の感染経路
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家庭内感染の割合が４割以上を占めている



市内集団感染事例
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会社の集団感染事例の割合が高い
６月以降、病院での集団感染は発生していない



病院や施設のクラスター対応経験豊富な看護師による講習会の実施
感染対策のノウハウの共有や、実地での感染対策の助言・指導
陽性者判明時、クラスター発生時の対応の助言や、休業後事業再開
時の訪問によるアフターフォローも実施

【支援内容】

事業所への感染対策支援の実施

7

【支援施設】
市内コールセンター

【実地での確認事項】
事務室のレイアウト、手指消毒の仕方、休憩室の使い方、健康管理
状況 など



0

500

1000

1500

2000

2500

3000

0

2000

4000

6000

8000

10000

6/
1

7/
1

7/
31

8/
30

9/
29

10
/2

9

11
/2

8

12
/2

8

1/
27

2/
26

3/
28

4/
27

5/
27

新規感染者数（週合計） 新千歳空港駅

※Agoop社提供データを元に作成

6/
23

8

（感染者数）（人）

新規感染者数と人出
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※Agoop社提供データを元に作成
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デルタ株に対する水際対策方針
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②囲い込み
発生区内の市有集会施設の休館、民間集会施設への自粛要請
⇒感染源調査等に要する日数を考慮し5日間
クラスター発生時の関連活動停止要請
⇒速やかな調査・検査のため、クラスター認定後2日以内に公表
陽性者判明時の事業者等で必要となる対応の周知
⇒職員名簿、施設配置図、座席表、顧客リストの準備 等
速やかな疫学調査とPCR検査の優先実施

③情報発信
速やかな報道機関への公表
⇒発生した区名を含め公表、クラスターは認定後2日以内に公表
区役所ネットワークを活用した注意喚起
⇒町内会、民生委員、商店街 等

デルタ株が市内に持ち込まれた際に、可能な限りまん延を遅らせる
感染の芽を摘むことができる段階での方針（市内発生数例程度）

①感知(スクリーニング検査）
直近の検査実施状況（6/13～6/19）※6/7から開始
新規陽性者数 375人、検査実施件数 224件、実施率 59.7％



入院患者数等の推移
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第４波では、入院患者の急増により、自宅で入院待機を余儀なくされた
方がピーク時に３００人以上
第５波に備えて、医療提供体制の更なる整備が必要と認識

②受入医療機関の役割分担による効率的な病床活用
透析を必要とする患者や回復期で介護を必要とする患者の受入など、
入院受入における役割分担

③入院待機発生時のフォローアップ体制の整備
入院待機ステーションの運用
自宅療養者に対する往診体制の拡充

医療提供体制の更なる整備

①新たな入院受入医療機関の参画・受入病床の増床に向けた取組
感染症法に基づく協力要請により、新たな医療機関が入院受入に参画
これまで入院を受け入れていた医療機関における増床
実質受入可能病床数：410床➡現在547床（137床の増床）
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